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１．はじめに 

 近年、RFID を流通や店舗のシステムに組み込む
実証実験が広く行われている。RFID の店舗への応
用例である「スマートシェルフ」は、商品の陳列

棚に RFID リーダを取り付け、商品自体に RFID
タグを貼付しておくことで、リアルタイムに店頭

在庫を読み取り、在庫管理することができるとい

うものである。但し、商品自体に RFID タグを貼
り付けることに対しては、プライバシー問題との

折り合いが課題となっており、商品に付いた RFID
タグにより新しい顧客サービスを提供できること

が必要となっている。 
一方で、新しい店舗内顧客サービスを提供する

システムとして、センサーデータを元にコンピュ

ータにより駆動されるディスプレイを使用してリ

アルタイムかつインタラクティブに顧客への情報

提供を行うシステム[1]が提案されている。このシ
ステムでは近接センサーにより商品棚と顧客との

接近度を認識することによりインタラクティブ性

を持たせることを提案しているが、商品そのもの

と顧客の行動とは直接結び付けられていなかった。 
 我々は、商品に貼り付けた RFID タグにより顧
客が棚から商品を取り上げるという自然な動作を

検出し、その商品の詳細情報を映像モニタに表示

することで、インタラクティブに顧客の興味のあ

る商品の情報提供を可能とするスマートシェルフ

システムを開発した。本稿では、提案するシステ

ム構成と動作について述べ、マーケティング用途

への適用性について、実店舗での実験を行って検

証する。 

２．システム構成 

提案システムでは、図 1に示すように、RFIDリ
ーダと映像モニタを PC に接続する。商品棚には
RFID リーダのアンテナが内蔵され、棚に置かれた
商品に RFID タグが貼り付けられている。映像モ
ニタは商品棚の近くで、商品に興味のある顧客が

自然に目にすることができる位置に配置される。 
試作システムでは、RFID として 2.45GHz パッ

シブタグ及びリーダ 2 台を使用した。スマートシ
ェルフに用いられる RFID の周波数帯として HF 
(13.56MHz)と UHF(900MHz帯)が検討[2]されてい

るが、我々は欧米の EPC globalによる標準化活動
により、将来的にタグの低コスト化が見込める

UHF の採用を米国においてまず検討した。但し現
状は日本国内での UHF帯 RFIDの使用は不可能で
あるため、その代替として 2.45GHz RFID を国内
での実験に使用した。 

2.45GHz リーダの読み取り距離の制約から、1
つの商品棚をカバーするのに 2 台のリーダを使用
した。2 台のリーダを至近距離で同時動作させると
互いに干渉して読み取りが困難になるため、時分

割方式で RFID 読み取りの制御を行った。本構成
では、2 台のリーダの読み取り範囲はオーバーラッ
プするため、少なくとも 1 台のリーダで読み取る
ことができれば棚にあると判定するようにした。 

３．システム動作 

通常、映像モニタには一般的な宣伝情報などが

表示されているが、顧客が商品を棚から取り上げ

ると、RFID により棚から商品が無くなったことが
検出され、その商品固有の詳細な情報が映像モニ

タに表示される。 
図 1 の RFID イベント処理部においては、棚に
存在する商品のタグの読み取りを常に実行し、変

化分（棚から無くなった ID、棚に新しく増えた
ID）をフィルタリングして、商品情報表示処理部
にイベントとして伝える。同時にそのイベントは

イベントログ DB に保存され、POS データに現れ
ない詳細な棚の商品の動きを分析するために使用

できる。 
 商品情報表示処理部は、棚から無くなった ID を
示すイベント発生時に、その ID に対応する商品情
報を商品情報 DB から取得し、映像モニタに表示
する。同時に複数の商品が棚から取り上げられた

� Mitsubishi Electric Research Laboratories 
� 三菱電機株式会社 情報技術総合研究所 
�� 三菱電機インフォーメーションシステムズ株式会社

商品(RFIDタグ付き) 

PC 

取得データ分析 

映像モニタ 

商品陳列棚 

アンテナ 

RFIDリーダ 

RFID 

商品情報 

表示処理 

イベント イベント 
処理 

RFID 

ログ DB 

商品情報 
DB 

図 1 システム構成図 
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場合には、該イベントは取り上げられた全ての ID
情報を有しており、ログ分析目的においてはどの

商品とどの商品が一緒に取り上げられたのかとい

うような分析も可能である。映像モニタへの表示

方法としては、複数のモニタに表示または 1 つの
モニタに複数の情報表示を行うことも可能である

が、今回のシステムにおいては単純にいずれか 1
つの商品情報のみを表示する方式とした。 
映像モニタに表示される商品情報はマルチメデ

ィアに対応し、例えば DVD 映画であればプロモー
ションビデオなどを表示することも可能であるし、

今回の実験で使用した携帯電話のような電化製品

であればスペックや価格などの詳細情報を表示す

ることも可能である。商品情報のフォーマットと

してはコンテンツの作成しやすさを考慮し、現状

Windows Media Video と HTML をサポートして
いる。 
以上述べたように、提案システムでは、顧客に

何の前提知識やボタン操作等も要求せず、興味の

ある商品を棚から手にとって見るという自然な動

きに応答して、自動的かつリアルタイムにその商

品の詳細情報を提供することができる。 

４．実店舗での実験 

 RFID を使った提案システムの取得データの正当
性、マーケティング用途への適用性を検証するた

め、実証実験を行った。 
 

図 2  実験風景 
 実験は、立命館大学びわこ・くさつキャンパス

内の立命館生活協同組合ショップにて、携帯電話

機の新機種と従来機種をとりまぜた 18 種を対象と
して行った（図 2）。 
 実験で使用した RFID タグは、2.45GHz シール
型のもので、携帯電話機モックアップの背面に貼

付した。RFID リーダは、商品棚の底面に２台設置
し、時分割方式により、商品の RFID タグ情報読
み取りを行った。 
 取得データの正当性については、生協ショップ

の店員へのヒアリングにより検証を行った。マー

ケティング用途への適用性は、市場データとの比

較を行うことにより行った。 

 
 
 
 
 
 

図 3  日別取り出し回数 
 図 3 はスマートシェルフの商品取り出し回数を
日別に集計した結果である。グラフから、曜日に

よって取り出し回数のバラつきがあることが分か

るが、店員へのヒアリングの結果、学校の授業の

多い日、少ない日と回数の分布が一致しているこ

とが分かった。同様に時間別の集計でも昼休みよ

り放課後の方が多いなど来客パターンと一致して

おり、取得したデータの正当性は高いと判断した。 
 機種別、カラー別のランキングに関しては、上

位となった機種のカラーは、市場データと比較し

たところ、よく売れたカラーと一致しており、顧

客のニーズを捕らえていることが確認できた。 

５．おわりに 

 RFID を用いてインタラクティブに商品情報を提
供するスマートシェルフシステムの一実現法を提

案した。また、試作システムの実店舗での実験を

行い、マーケティング用途への適用性について検

証を行った。 
 スマートシェルフから得られるデータにより、

新商品や発売前の商品などまだ販売実績が少ない

商品の需要予測などに活用可能であることを確認

できた。 
 一方、今回使用した 2.45GHz の RFID は周囲の
影響を受けやすく、商品棚上でも読み取りが安定

しない部分が出るなどの問題があった。この辺り

は、今後、UHF 帯の適用などにより、改善を図る
必要がある。 
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